
地域とつながる防災キャンプ『サバイバルチャレンジ2020』
校長 齋藤 修

【DATE】 10/1～2実施 5年生112名 満足度☆☆☆

東小では、「防災キャンプ」をコミュニティスクールの柱として位置づけています。

今年の「防災キャンプ」は、「サバイバルチャレンジ2020」です。コロナ禍により宿泊はで

きませんでしたが、種々の防災体験を、2日間ですることができました。

今回のキャンプは、消防団や赤十字奉仕団といった地域の方々の多大なるご支援により、

実施できました。保護者のボランティアも加えると総勢50名を超す方々のお力添えをいただ

きました。心より感謝いたします。

人工呼吸や応急手当、消火器体験、起震車体験等、普段ではできない体験が盛りだくさん

です。地区を巡る「サバイバルウォーク」では、正解のない問いに頭をひねりました。クイ

ズで得たポイントが、夕飯のおかずになります。焼き鳥の缶詰やお味噌汁をポイントに応じ

て選択します。ご飯は、芹沢ライスセンターから提供していただいた｢非常米｣です。

また、初の試みとして、オンラインで東日本大震災の被災地である岩手県釜石市とつなぎ、

鵜住居小学校6年生の皆さんや、｢命をつなぐ未来館｣の菊池さん、川崎さんのお話を聞かせて

いただく機会を設けました。中学生の時に、震災を経験した菊池さんと川崎さんの言葉には、

胸に直接働きかける力強さがありました。9年を経た今も、当時の様子をそのまま伝える二人

の姿には、大きな試練を乗り越えたたくましさと、今後も語り継いでいこうという強い意志

を感じました。

2日目のお昼は、赤十字奉仕団の皆様に作っていただいた特製カレーライスです。新聞紙で

作った器に、サランラップを敷いていただきました。

地域の皆様に支えられながらの2日間でした。強固な施設よりも、豊富な備蓄よりも、｢ご

近所づきあい｣が、何よりの防災であることを感じたキャンプでした。5年生が、「支えられる

人」から｢支える人｣に育ってくれることを願っています。

これからも、地域とつながる東小で在りたいと思います。
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【協力していただいた皆様】

・オンライン｢被災地とつながろう｣ （岩手県釜石市立鵜住居小学校6年の皆さん）

・オンライン｢命をつなぐ未来館｣ （釜石市 菊池のどかさん、川崎杏樹さん）

・ボランティア体験談 （NTT東日本病院 黒田則幸さん）

・2日目の昼食 （日本赤十字奉仕団函南支部）

・消防車の機能紹介 （田方北消防署）

・放水演習、水消火器実習 （消防団第6分団及び他分団員）

・応急手当、心肺蘇生法、防災グッズ製作（消防団女性部）

・起震車体験 （役場総務課）

・サバイバルウォーク、被災演習 （5年保護者ボランティア、PTA厚生部ほか）



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

   

 

 

 

   参加した子供たちの感想 

  

 

 

 

 

 

     ※防災キャンプを通して、自助だけでなく共助の気持ちも生まれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈 10月～12月の行事予定 〉 

10月 

12（月）朝会 2学期始業式 委員会活動 

    スクールカウンセラー相談日 

14（水）給食あり 4時間授業 下校 12:50 

15（木）内科検診 

19（月）教育相談週間・ＳＳＴ週間・読書週間 

26（月）スクールカウンセラー相談日 

29（木）技能マイスター講座（6年） 

30（金）スポーツデイ※予備日 11/2（月） 

    1/2校時 2・4年 3/4校時 1・6年 

    5/6校時 3・5年 

31（土）ＰＴＡ主催行事（紙切り教室） 

 

11月 

５（木）スクールカウンセラー相談日 

７（土）～8（日）町作品展（文化センター） 

９（月）スクールカウンセラー相談日 

10（火）新１年生学校説明会 

27（金）光の子ランド 

 

12月 

１（火）ジョギングデイ 

７（月）委員会・クリスマステスト週間 

14（月）～18（金）保護者面談 4時間授業下校 12:50 

21（月）イングリッシュデイ 

25（金）冬期休業前授業最終日 給食なし下校 12:00 

「自助・共助・公助」の精神で安心安全な学校・地域づくりを 

・消防団の人たちから、教えてもらったことが印象に残っています。本当に災害が起きたら、教えてもらっ

たことをたくさん周りの人たちに教え、たくさんの人に知ってもらいたいです。 

・いろいろな体験をして、あらためて「今度は、自分が助ける係にならないといけないんだな」ということ

が分かりました。オンラインの交流会では、被災した方から話を聞いて感動しました。「いざというとき

に助け合い、生き抜く力を身につけよう」というスローガンは、しっかり果たせたなと思います。 

町内消防団と消防団女性部の皆様の指導による応急手当講習・心肺蘇生法講

習・水消火器実習。どの子も真剣に自分ごととしてとらえ、講習に参加しまし

た。学んだことを他人に伝えていきたいという思いが芽生えました。 

保護者でもあり NTT 東日

本伊豆病院看護師の黒田さ

んから、避難所生活につい

て話を伺いました 

赤十字奉仕団函南支部の 9 名

の皆様とも子供たちは温かい

交流が生まれました。 

消防署の仕事を学習している 3 年生の

代表が、放水体験をしました。水の勢

いにびっくりしていました。 

2 人に一つ間仕切りを設置しまし

た。組み立てたり、しまったりす

ることを覚えました。 


